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修
道
者
、信
徒
、奉
仕
者
ら
合
わ

せ
て
約
２
０
０
人
が
集
ま
っ

た
。
ル
ッ
カ
大
司
教
区
と
韓
国

か
ら
の
巡
礼
団
も
参
加
し
た
。

　

二
十
六
聖
人
像
の
前
に
「
元

和
大
殉
教
図
」
の
パ
ネ
ル
が
置

か
れ
た
西
坂
。
殉
教
し
た
55
人

を
表
す
55
本
の
竹
が
奉
仕
者
に

よ
っ
て
奉
持
さ
れ
た
。
は
じ
め

に
中
村
大
司
教
が
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、聖
書
朗
読
が
あ
り
、レ

ン
ゾ
師
に
よ
る
講
話
へ
と
続
い

た
。
レ
ン
ゾ
師
は
、
４
０
０
年

前
の
こ
の
時
間
こ
の
場
所
で
殉

教
し
た
55
人
と
、殉
教
の
様
子

を
見
届
け
た
多
く
の
人
々
と
を

思
い
、「
殉
教
者
を
思
っ
て
と
も

に
祈
る
共
同
体
の
姿
は
、
４
０

０
年
前
も
今
日
も
、ま
さ
に
教

会
を
表
す
一
つ
の
場
面
」
だ
と

述
べ
、「
彼
ら
と
私
た
ち
と
は

祈
り
で
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

語
っ
た
。
そ
し
て
、人
々
が
遺
し

た
三
つ
の
も
の
に
つ
い
て
、「
一

つ
は
信
仰
を
公
に
表
す
。
一
つ

は
苦
し
み
を
受
け
入
れ
て
そ
れ

を
さ
さ
げ
る
。
最
後
の
一
つ
は
、

と
も
に
祈
る
姿
、聖
徒
の
交
わ

り
を
（
彼
ら
を
通
し
て
）
示
し

て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
の

困
難
な
時
に
も
、私
た
ち
に
は

こ
の
よ
う
な
先
輩
た
ち
が
い
る

こ
と
を
思
い
出
し
、と
も
に
歩
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
の
一
日
も

早
い
終
結
と
全
世
界
の
平
和
の
た
め

に
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
意
向
に

心
を
合
わ
せ
、引
き
続
き
皆
で
と
も

に
お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ウクライナのために祈るウクライナのために祈る

今
年
の
待
降
節
第
１
主
日
か

ら
始
ま
る
新
し
い
式
文
に
よ

る
ミ
サ
の
実
施
に
向
け
、教

区
や
地
区
、各
小
教
区
の
レ
ベ

ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
春
の
教
区

司
祭
研
修
会
を
う
け
、担
当

し
て
い
る
小
教
区
で
「
年
の

黙
想
会
」
の
時
間
を
利
用
し

て
、一
度
目
の
説
明
会
を
行
っ

た
▲
「
な
ん
で
変
わ
る
と
で

す
か
」「
ま
た
変
わ
る
と
で

す
か
」
な
ど
な
ど
の
声
に
、ま

だ
限
ら
れ
た
情
報
の
中
、何

を
ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
の

か
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
も
、

多
く
の
信
徒
の
方
々
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

は
う
れ
し
か
っ
た
▲
子
ど
も

の
頃
に
体
験
し
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
初
聖
体
の
直
前
の

練
習
で
、幼
稚
園
の
シ
ス
タ
ー

は
園
児
た
ち
の
舌
に
小
さ
な

「
お
か
き
」
を
置
き
な
が
ら

お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
す
ぐ
飲
み

込
む
と
よ
！ 

ご
聖
体
は
絶
対

触
っ
た
ら
ダ
メ
よ
！
」
そ
の

数
年
後
、小
学
校
で
は
「
手

で
ご
聖
体
を
受
け
る
練
習
」

を
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
薄

い
分
冊
の
典
礼
聖
歌
が
届
く

と
、そ
の
度
ご
と
に
聖
歌
の
練

習
を
し
た
。
44
年
前
、現
行

の
ミ
サ
式
文
に
移
行
す
る
と

き
に
も
、た
く
さ
ん
の
方
々
の

ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
だ
と
思

う
▲
新
し
い
ミ
サ
の
式
次
第
・

会
衆
用
の
「
と
も
に
さ
さ
げ

る
ミ
サ
（
新
訂
版
）」
が
届

い
た
。「
と
も
に
さ
さ
げ
る
ミ

サ
」。
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

と
と
も
に
、ま
た
と
も
に
集

う
人
々
と
と
も
に
さ
さ
げ
る

ミ
サ
。
司
祭
と
会
衆
が
と
も

に
神
を
賛
美
し
、主
を
思
い

起
こ
し
、犠
牲
を
捧
げ
、主
イ

エ
ス
の
食
卓
に
つ
く
。
時
代

が
変
わ
っ
て
も
初
代
教
会
の

頃
か
ら
ミ
サ
の
本
質
は
変
わ

ら
な
い
の
だ
と
改
め
て
気
づ

か
さ
れ
た
。 

（
＠
）

セ
バ
ス
チ
ア
ノ

　
堤
　
好
治 

神
父 帰

天

　

８
月
19
日
午
前
11
時
59

分
、感
染
性
大
動
脈
瘤
の
た

め
長
崎
市
の
カ
リ
タ
ス
診
療

所
で
逝
去
。
86
歳
。

　

１
９
３
５
年
８
月
20
日
和

歌
山
市
生
ま
れ
。
屋
形
町
教

会
（
大
阪
教
区
）
で
受
洗
。

出
津
教
会
出
身
。
63
年
３
月

24
日
大
阪
・
玉
造
教
会
で
司

祭
叙
階
。
同
年
４
月
玉
造
、

65
年
兵
庫
・
尼
崎
、66
年
大

阪
・
香
里
、67
年
兵
庫
・
明

石
で
助
任
を
務
め
、71
年
貝

津
主
任
、77
年
３
月
大
阪
教

区
か
ら
長
崎
教
区
へ
入
籍
。

同
年
４
月
奈
留
、84
年
浜
串
、

92
年
大
野
、99
年
西
木
場
、

２
０
０
６
年
上
神
崎
の
各
教

会
で
主
任
を
務
め
た
。
09
年

４
月
か
ら
福
岡
教
区
・
呼
子

教
会
（
佐
賀
県
）
へ
派
遣
。

17
年
２
月
引
退
後
は
、聖
マ

ル
コ
園
（
長
崎
市
）
へ
。

　

通
夜
は
８
月
21
日
浦
上
教

会
信
徒
会
館
、葬
儀
・
告
別

式
は
22
日
同
聖
堂
で
中
村
倫

明
大
司
教
の
司
式
に
よ
り
行

わ
れ
た
。
通
夜
で
は
、小
神

学
校
に
送
り
出
し
て
も
ら
っ

た
岩
本
繁
幸
師
が
「
神
学
校

を
訪
ね
て
く
れ
た
時
も
、レ

ス
ト
ラ
ン
で
ご
ち
そ
う
し
て

く
れ
た
時
も
、人
目
を
気
に

せ
ず
い
つ
も
大
き
な
声
を
か

け
、祈
り
を
さ
れ
た
。
そ
の

時
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
れ

ど
、今
思
う
と
、そ
れ
が
堤
師

の
信
仰
の
証
し
方
だ
っ
た
。

恐
れ
る
こ
と
な
く
、恥
ず
か

し
が
る
こ
と
な
く
、堂
々
と
証

し
す
る
大
切
さ
を
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
元
気
の
人
で
し
た
」

と
感
謝
の
思
い
を
述
べ
た
。

葬
儀
で
は
、同
じ
く
送
り
出

し
て
も
ら
っ
た
中
濱
敬
司
師

が
、そ
の
気
さ
く
で
飾
ら
な

い
人
柄
や
、子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語

り
、永
遠
の
安
息
を
願
っ
た
。

　

告
別
式
で
は
、中
村
大
司

教
が
「
大
阪
で
堤
師
の
叙
階

式
に
あ
ず
か
り
、感
動
し
た

出
津
出
身
の
辻
原
師
の
お
父

様
は
、故
郷
に
帰
っ
て
結
婚
し

て
生
ま
れ
る
子
を
皆
さ
さ
げ

よ
う
と
思
い
、実
際
に
さ
さ
げ

た
」
と
、も
う
一
つ
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
、召
命
に
大
き

な
働
き
を
な
さ
っ
た
師
の
思

い
を
受
け
継
ご
う
と
結
ん
だ
。

　

式
に
は
呼
子
時
代
の
友
人

観
音
寺
の
ご
住
職
も
参
列

し
、師
の
交
友
の
広
さ
が
し

の
ば
れ
た
。

	

会	

葬	

御	

礼

　

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
司
祭
セ
バ
ス
チ
ア
ノ
堤 

好
治
神
父
の
逝
去
に
つ
き
ま
し
て
は
早
速
、ご
丁
重

な
る
弔
問
・
弔
電
な
ら
び
に
ご
香
典
を
賜
り
、葬
儀
の
際

に
は
ご
会
葬
・
献
花
の
弔
意
に
接
し
ま
し
た
う
え
、各
教

会
・
修
道
院
で
故
人
の
た
め
に
お
祈
り
い
た
だ
き
、誠
に

あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
々
拝
眉
の
う
え
御
礼
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、

紙
上
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

二
〇
二
二
年
八
月カ

ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区

大
司
教　

中
村 

倫
明

式
典—

西
坂
公
園

　

13
時
か
ら
西
坂
公
園
で
行
わ
れ

た
式
典
に
は
、中
村
大
司
教
、髙
見

三
明
名
誉
大
司
教
、日
本
二
十
六

聖
人
記
念
館
の
元
館
長
で
現
在
イ

エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
長
の
デ
・
ル

カ
・
レ
ン
ゾ
師
、イ
タ
リ
ア
・
ル
ッ

カ
大
司
教
区
の
パ
オ
ロ
・
ジ
ュ
リ

エ
ッ
テ
ィ
大
司
教
、大
塚
喜
直
司

教
（
京
都
教
区
）、ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ

イ
ヤ
司
教
（
福
岡
教
区
）、森
山
信

三
司
教
（
大
分
教
区
）、司
祭
団
、

予告

　2022年11月3日（木）文化の日に、教区青　2022年11月3日（木）文化の日に、教区青
少年委員会では教区青年と大司教様をつなぐ少年委員会では教区青年と大司教様をつなぐ
行事「長崎青年の日」を予定しております。行事「長崎青年の日」を予定しております。

　2017年よりはじまったこの行事は、長崎の　2017年よりはじまったこの行事は、長崎の
青年が大司教様の呼びかけのうちに、信仰の喜青年が大司教様の呼びかけのうちに、信仰の喜
びを感じ、仲間との絆をつなぐ一日をつくるこびを感じ、仲間との絆をつなぐ一日をつくるこ
とができればという想いから、2年に一度の開とができればという想いから、2年に一度の開
催を目標とし、これまで 2017年「これからの催を目標とし、これまで 2017年「これからの
皆さんへ」と2019 年「いったい、何者だろう。皆さんへ」と2019 年「いったい、何者だろう。

耳に入ってくるこんなうわさの主は」をテーマ耳に入ってくるこんなうわさの主は」をテーマ
に行いました。ところが、新型コロナウイルスに行いました。ところが、新型コロナウイルス
の発生以降多くの青年行事が断念され、昨年行の発生以降多くの青年行事が断念され、昨年行
う予定であったこの「長崎青年の日」も、中止をう予定であったこの「長崎青年の日」も、中止を
余儀なくされました。今もまだ、コロナによる余儀なくされました。今もまだ、コロナによる
不安がないとはいいきれませんが、青少年委員不安がないとはいいきれませんが、青少年委員
会としては、以前のようにとはいかなくとも、青会としては、以前のようにとはいかなくとも、青
年たちがともに集い、信仰を分かち合う喜びを年たちがともに集い、信仰を分かち合う喜びを
味わう機会は失われないようにという想いが味わう機会は失われないようにという想いが
あり、いくらかの規模の縮小をしながら、今回3あり、いくらかの規模の縮小をしながら、今回3
年ぶりの「長崎青年の日」の開催に踏み切った年ぶりの「長崎青年の日」の開催に踏み切った
次第です。次第です。

　今年の「長崎青年の日」は第1回、第2回のよ　今年の「長崎青年の日」は第1回、第2回のよ
うに宿泊を兼ねたものではありません。ですうに宿泊を兼ねたものではありません。です
が、半日のスケジュールの中で、青年たちが「とが、半日のスケジュールの中で、青年たちが「と
もに」を味わう機会となるよう準備を進めていもに」を味わう機会となるよう準備を進めてい
るところです。皆様の参加と、分かち合う喜びるところです。皆様の参加と、分かち合う喜び
の時を、心待ちにしております。の時を、心待ちにしております。

　長崎教区青年の皆様に、神様の豊かな祝福が　長崎教区青年の皆様に、神様の豊かな祝福が
ありますように。ありますように。

教区青少年委員会 委員長　川端 志範教区青少年委員会 委員長　川端 志範

日時： 2022年11月3日（木・文化の日）
　　午前10時～午後3時

場所：カトリックセンター2階会議室
対象：長崎教区所属、あるいは長崎教
　　　区在住のカトリック青年
　　　※求道者も小教区の主任司祭
　　　　の推薦があれば可
　　　18歳（高校生不可）～40歲
　　　必ず小教区の主任司祭を通し
　　　てお申し込みください。
参加費：1,000円

元和の大殉教400周年記念祭

む
一
つ
の
共
同
体
、一
つ
の
教
会
を

つ
く
る
よ
う
彼
ら
の
と
り
な
し
を

願
い
ま
し
ょ
う
」
と
結
ん
だ
。

　

式
典
の
終
わ
り
に
中
村
大
司
教

が
参
加
者
を
祝
福
。
参
加
者
は
十

字
架
を
先
頭
に
行
列
に
な
り
、ロ
ザ

リ
オ
を
唱
え
な
が
ら
中
町
教
会
に

向
け
て
徒
歩
巡
礼
を
し
た
。
こ
の

十
字
架
は
韓
国
殉
教
福
者
聖
職
修

道
会
の
神
学
生
た
ち
が
作
成
し
た

木
製
の
も
の
で
、55
本
の
竹
は
火
刑

を
受
け
た
25
人
を
表
す
た
め
に
竹

と
名
前
を
記
し
た
板
の
一
部
を
前

も
っ
て
炎
で
焼
き
、斬
首
刑
を
受
け

た
30
人
を
表
す
た
め
に
竹
の
先
の

部
分
を
鋭
く
切
り
取
っ
て
い
た
。

　

記
念
祭
の
様
子
は
ラ
イ
ブ
配
信

さ
れ
、ミ
サ
会
場
と
な
っ
た
中
町

教
会
で
も
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
た
。
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
も
一

緒
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

ミ
サ—

中
町
教
会

　

ロ
ザ
リ
オ
行
列
が
教
会
に
到

着
後
、55
人
の
奉
仕
者
一
人
ひ

と
り
が
、殉
教
者
を
紹
介
す
る

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
合
わ
せ
て
そ
れ

ぞ
れ
竹
を
奉
納
。
ミ
サ
に
は
司

教
・
司
祭
団
、修
道
者
、奉
仕
者
、

事
前
に
申
し
込
ん
だ
信
徒
ら
計

２
６
０
人
余
が
参
加
し
た
。

　

中
村
大
司
教
は
説
教
の
は
じ

め
に
「
日
本
人
最
初
の
司
祭
は

誰
で
す
か
？
」
と
問
い
掛
け
、元

和
の
大
殉
教
で
殉
教
し
た
日
本

人
最
初
の
司
祭
セ
バ
ス
チ
ャ
ン

木
村
に
つ
い
て
語
っ
た
。
大
司

教
は
、火
あ
ぶ
り
で
最
後
の
一
人

と
な
っ
た
木
村
神
父
の
死
に
ゆ

く
さ
ま
を
記
し
た
報
告
文
（
１

６
２
３
年
９
月
30
日
付
イ
エ
ズ

ス
会
年
報
）
の
一
部
を
紹
介
し
、

（
最
期
を
見
届
け
た
人
々
が
）「
こ

の
不
屈
の
精
神
の
偉
大
さ
を
推

し
は
か
り
（
中
略
）
感
嘆
し
な

が
ら
語
っ
た
」
と
の
記
録
に
も

触
れ
た
。
ま
た
、木
村
神
父
の

祖
父
は
平
戸
で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
神
父
か
ら
最
初
に
洗

礼
を
受
け
た
人
で
、日
本
人
司

祭
の
誕
生
を
望
ん
で
い
た
ザ
ビ

エ
ル
の
願
い
が
、洗
礼
を
受
け
た

人
の
孫
の
時
代
に
実
現
し
た
こ

と
に
言
及
。
身
近
な
実
際
の
話

を
織
り
交
ぜ
、「
ミ
サ
の
中
で
、

殉
教
者
た
ち
に
召
命
の
特
別
な

取
り
次
ぎ
も
願
い
ま
し
ょ
う
」

と
祈
り
を
呼
び
掛
け
た
（
説
教

文
は
長
崎
教
区
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
）。

　

ミ
サ
の
最
後
に
、殉
教
者
の

一
人
、ア
ン
ゼ
ロ
・
オ
ル
ス
ッ

チ
神
父
の
出
身
地
ル
ッ
カ
か
ら

の
巡
礼
団
を
代
表
し
、パ
オ
ロ

大
司
教
が
あ
い
さ
つ
。
と
も
に

祈
り
を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
へ
の
感
謝
を
語
っ
た
。

ミ
サ
は
派
遣
の
祝
福
を
も
っ
て

殉
教
者
た
ち
の
証
し
を
思
い
、感
謝
と
祈
り

殉
教
者
た
ち
の
証
し
を
思
い
、感
謝
と
祈
り

　

１
６
２
２
（
元げ

ん

和な

８
）
年
９
月
10
日
、長
崎
西
坂
の
丘
で
55
人
（
う
ち
52
人
は
日
本
２
０
５
福
者
）

が
火
あ
ぶ
り
と
斬
首
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
。「
元
和
の
大
殉
教
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
出
来
事
を
記
念

し
、長
崎
大
司
教
区
は
９
月
10
日
（
土
）、元
和
の
大
殉
教
４
０
０
周
年
記
念
祭
を
実
施
。
13
時
西
坂
公

園
で
式
典
、続
い
て
ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
な
が
ら
中
町
教
会
に
向
け
て
巡
礼
し
、14
時
か
ら
同
教
会
で
ミ

サ
を
さ
さ
げ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
、屋
内
（
中
町
教
会
）
で
の
参
加
に
は
制
限
が
設

け
ら
れ
た
が
、記
念
祭
の
様
子
は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。
中
村
倫
明
大
司
教
の
司
式
、教
区
内
外
か
ら

の
司
教
、司
祭
、信
徒
の
他
、イ
タ
リ
ア
と
韓
国
か
ら
の
巡
礼
団
ら
の
参
加
の
も
と
、皆
で
殉
教
者
た
ち

の
証
し
を
思
い
、感
謝
と
祈
り
の
時
を
と
も
に
過
ご
し
た
。

閉
祭
し
た
。

　

記
念
祭
は
数
カ
月
間
、二

十
六
聖
人
記
念
館
の
協
力
も

得
な
が
ら
、実
行
委
員
会
を

は
じ
め
特
に
長
崎
南
地
区
の

司
祭
、信
徒
を
中
心
に
準
備

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
当
日

は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
、無
事
に
終
了
。
長

崎
南
地
区
評
議
会
議
長
の
植

田
道
雄
さ
ん
（
八
幡
町
小
教

区
所
属
）
は
、「
26
聖
人
に

比
べ
て
元
和
の
大
殉
教
に
つ

い
て
は
知
っ
て
い
る
人
が
少

な
い
。
で
す
が
、
４
０
０
年

と
い
う
節
目
に
今
日
こ
の
よ

う
に
殉
教
祭
が
行
わ
れ
、皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
、い

い
殉
教
祭
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
殉
教
者
も
で
す
が
、

厳
し
い
弾
圧
、迫
害
を
逃
れ

生
き
て
き
た
人
た
ち
の
お
か

げ
で
今
の
私
た
ち
が
あ
り
ま

す
。
先
人
た
ち
が
信
仰
を
遺

し
て
く
れ
た
よ
う
に
、私
た

ち
も
遺
し
て
い
く
役
割
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
」
と
語
っ

て
い
た
。
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今
年
の
待
降
節
第
１
主
日
、11
月
27
日
か
ら
新
し
い
「
ミ
サ

の
式
次
第
」
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
長
崎
教
区
で
は
信
徒
向
け
の

小
冊
子
を
９
月
中
旬
完
成
を
目
指
し
準
備
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
、予
定
よ
り
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
購
入
い
た
だ
い
た
小

教
区
に
は
、準
備
が
で
き
次
第
注
文
数
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

信
徒
の
皆
様
は
、小
教
区
で
ご
確
認
・
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

後
日
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

も
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、教
区
事
務

所
（
電
話 

０
９
５ｰ

８
４
６ｰ

４

２
４
８ 

月
～
金
曜 

９
時
～
17
時
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
発
行
。

Ｂ
６
判
・
47
頁
、
１
部
１
０
０
円
。

新しい「ミサの式次第」新しい「ミサの式次第」
長崎教区信徒向け小冊子長崎教区信徒向け小冊子
もうしばらくお待ちくださいもうしばらくお待ちください

3年前の「被爆十字架」返還式（2019年8月7日）
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ミ
サ
の
式
次
第
の
新
し
い
表
現
⑥

ミ
サ
の
式
次
第
の
新
し
い
表
現
⑥

  
︱
︱
︱
︱「
香
部
屋
係
」の
場
合

「
香
部
屋
係
」の
場
合

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
　
嘉
松 

宏
樹

　

今
年
の
待
降
節
第
１
主
日
か
ら

用
い
ら
れ
る
、新
し
い
「
ミ
サ
の

式
次
第
」。「
香
部
屋
係
」
と
し
て

ミ
サ
を
さ
さ
げ
る
に
あ
た
っ
て
の

留
意
点
を
、年
間
主
日
の
ミ
サ
を

想
定
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

現
行
の
ミ
サ
と
異
な
り
注
意
が
必

要
な
の
は
「
公
式
祈
願
」
の
準
備

で
す
。

　

香
部
屋
（
祭
具
室
）
係
の
こ
と

を
サ
ク
リ
ス
タ
と
い
い
ま
す
。「
聖

な
る
も
の
」
に
由
来
す
る
こ
と
ば

で
す
。
聖
な
る
こ
と
が
ら
に
か
か

わ
る
の
で
緊
張
感
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、具
体
的
に
ミ
サ
の
奉
献
に

奉
仕
す
る
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。

奉
仕
の
前
の
手
洗
い
や
パ
ン
を
扱

う
際
に
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
う
な

ど
、衛
生
面
で
の
配
慮
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

ミ
サ
の
た
め
に
は
お
よ
そ
次
の

よ
う
な
準
備
を
し
ま
す
。
司
式
司

祭
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、必
ず
司
式
司
祭
の
意

向
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

祭
壇
に
カ
バ
ー
が
あ
る
な
ら
外

し
ま
す
。
香
部
屋
に
備
え
て
あ
る

当
年
の
『
教
会
暦
と
聖
書
朗
読
』

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
発
行
）

を
参
照
し
、当
日
の
典
礼
暦
と
典

礼
色
を
確
認
し
ま
す
。
ろ
う
そ
く

を
「
少
な
く
と
も
２
本
、あ
る
い

は
４
本
も
し
く
は
６
本
、と
り
わ

け
主
日
の
ミ
サ
や
守
る
べ
き
祝
日

の
場
合
」（「
ロ
ー
マ
・
ミ
サ
典
礼

書
の
総
則
」
１
１
７
）
準
備
し
ま

す
。
内
陣
に
キ
リ
ス
ト
の
姿
の
つ

い
た
十
字
架
が
な
い
場
合
は
祭
壇

上
か
祭
壇
の
近
く
に
置
き
ま
す

が
、入
堂
行
列
で
運
ぶ
場
合
も
あ

り
ま
す
。
聖
櫃
を
覆
う
飾
り
布
や

朗
読
台
の
前
掛
け
の
使
用
は
任
意

で
す
が
、典
礼
色
に
応
じ
て
取
り

換
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

典
礼
日
に
応
じ
て
主
日
や
祭
日

で
あ
れ
ば
前
晩
か
ら
当
日
の
晩
ま

で
、そ
れ
以
外
の
典
礼
日
に
は
当

日
の
朝
か
ら
晩
ま
で
そ
の
典
礼
色

を
用
い
ま
す
。
祭
日
や
主
日
が
続

い
て
典
礼
色
が
異
な
る
と
き
は
、

典
礼
日
の
優
先
順
位
に
よ
っ
て
当

日
の
晩
と
翌
日
の
前
晩
の
ど
ち
ら

が
優
先
さ
れ
る
か
が
変
わ
り
ま

す
。

　

司
式
者
席
に
開
祭
の
た
め
の

『
ミ
サ
の
式
次
第
』
を
準
備
し
ま

す
。『
ミ
サ
の
式
次
第
』
は
、「
開

祭
」、「
供
え
も
の
の
準
備
」、「
叙

唱
」、「
奉
献
文
」、「
交
わ
り
の

儀
」
な
ど
の
頁
に
し
お
り
を
入
れ

て
お
き
ま
す
。
司
式
司
祭
の
意
向

を
確
認
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

冒
頭
に
記
し
ま
し
た
よ
う
に
、今今

回
の
新
し
い
ミ
サ
の
式
次
第
の
実

回
の
新
し
い
ミ
サ
の
式
次
第
の
実

施
に
際
し
て
、「
公
式
祈
願
」
は

施
に
際
し
て
、「
公
式
祈
願
」
は

司
式
者
用
儀
式
書
『
ミ
サ
の
式
次

司
式
者
用
儀
式
書
『
ミ
サ
の
式
次

第
』
に
は
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
経

第
』
に
は
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
経

過
措
置
と
し
て
『
聖
書
と
典
礼
』

過
措
置
と
し
て
『
聖
書
と
典
礼
』

や
『
毎
日
の
ミ
サ
』
に
掲
載
さ
れ

や
『
毎
日
の
ミ
サ
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
も
の
を
用
い
ま
す
。

て
い
る
も
の
を
用
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、「
集
会
祈
願
」
に
つ
い

て
は
司
式
者
席
に
、「
奉
納
祈
願
」

と
「
拝
領
祈
願
」
に
つ
い
て
は

祭
壇
に
、式
次
第
と
は
別
に
掲
載

誌
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
「
拝
領
祈
願
」
は
司
式

者
が
自
席
で
唱
え
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。「
叙
唱
」
は
『
ミ
サ
の
式
次

第
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、典

礼
暦
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、

『
教
会
暦
と
聖
書
朗
読
』
の
指
示
と

司
式
司
祭
の
意
向
を
確
認
し
ま
す
。

ま
た
、「
奉
献
文
」
も
司
式
司
祭
が

自
由
に
選
択
し
ま
す
。
司
式
司
祭

の
た
め
に
信
仰
宣
言
や
共
同
祈
願

に
必
要
な
も
の
が
あ
る
場
合
は
、朗

読
台
で
は
な
く
司
式
者
席
に
用
意

し
ま
す
。
開
祭
や
閉
祭
の
た
め
に
、

司
式
者
席
に
は
書
見
台
が
あ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

朗
読
台
に
は
当
日
の
朗
読
箇
所
を

開
い
た
『
主
日
の
朗
読
聖
書
』
を
準

備
し
ま
す
。
こ
れ
は
当
日
の
朗
読
者

に
も
確
認
を
受
け
る
の
が
望
ま
し
い

で
し
ょ
う
。
福
音
書
を
入
堂
の
行
列

で
運
ば
な
い
場
合
は
、福
音
書
の
箇

所
に
し
お
り
を
入
れ
て
祭
壇
の
上
に

置
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
、『
主
日
の
朗
読
聖
書
』
は

少
な
く
と
も
２
冊
（
朗
読
台
に
１
冊

と
祭
壇
に
１
冊
）
用
意
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

祭
器
卓
に
は
プ
リ
フ
ィ
カ
ト
リ
ウ

ム（
清
め
布
）を
掛
け
た
カ
リ
ス（
杯
）

に
パ
ン
を
入
れ
た
パ
テ
ナ
（
皿
）、パ

ラ
（
蓋
）
と
コ
ル
ポ
ラ
ー
レ
（
敷

布
）
を
載
せ
て
、ま
た
、ぶ
ど
う
酒
と

水
を
入
れ
た
小
瓶
と
手
洗
い
の
水
、

マ
ヌ
テ
ル
ジ
ウ
ム
（
手
拭
き
）
を
準

備
し
ま
す
。
会
衆
の
聖
体
拝
領
の
た

め
の
パ
ン
が
入
っ
た
器
も
同
様
に
し

ま
す
。
聖
櫃
の
鍵
に
つ
い
て
は
司
式

司
祭
の
指
示
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
聖

体
拝
領
の
後
、祭
器
卓
で
カ
リ
ス
の

長崎本店　長崎市城栄町13-1
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明治石材
世界平和へ祈りを…

す
す
ぎ
を
行
う
場
合
は
、祭
器
卓
に

も
コ
ル
ポ
ラ
ー
レ
を
敷
い
て
お
き
ま

す
。
こ
れ
ら
は
ミ
サ
の
前
に
祭
器
卓

に
用
意
す
る
も
の
で
、ミ
サ
の
中
で

は
感
謝
の
典
礼
の
は
じ
め
、供
え
も

の
の
準
備
の
と
き
に
奉
仕
者
ま
た
は

司
祭
自
身
が
祭
壇
に
運
び
ま
す
。
ミ

サ
の
前
に
祭
壇
の
上
に
準
備
す
る
も

の
は
ろ
う
そ
く
と
朗
読
福
音
書
以
外

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奉
納
行
列
が
あ

る
場
合
に
は
、供
え
も
の
で
あ
る「
パ

ン
」
と
「
ぶ
ど
う
酒
と
水
」
を
行
列

で
運
ぶ
た
め
の
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に

準
備
し
ま
す
。
献
金
を
集
め
る
場
合

は
習
慣
に
従
っ
て
必
要
な
道
具
を
用

意
し
ま
す
。

　

香
部
屋
に
は
、司
式
司
祭
の
た
め

の
祭
服
を
着
用
す
る
順
序
に
従
っ
て

準
備
し
ま
す
。
一
番
下
に
当
日
の
典

礼
色
の
カ
ズ
ラ
、次
に
同
じ
く
当
日

の
典
礼
色
の
ス
ト
ラ
（
首
掛
け
）、そ

し
て
チ
ン
グ
ル
ム
（
腰
帯
）
と
ア
ル

バ
（
白
衣
）、ア
ミ
ク
ト
ゥ
ス
（
首
巻
）

で
す
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
用
い
る

場
合
は
、電
池
の
残
量
な
ど
必
要
な

確
認
を
し
た
上
で
祭
服
の
近
く
に
置

い
て
あ
る
と
親
切
で
す
。

　

ミ
サ
の
間
に
香
部
屋
が
無
人
に
な

る
よ
う
で
し
た
ら
、入
堂
行
列
が
香

部
屋
を
出
た
ら
明
か
り
を
消
し
て
扉

を
閉
め
、退
堂
行
列
が
香
部
屋
に
戻

る
際
に
、扉
を
開
け
て
明
か
り
を
つ

け
る
、と
い
っ
た
奉
仕
も
で
き
ま
す
。

と
く
に
大
き
な
祭
儀
の
場
合
に
は
ミ

サ
中
も
係
は
香
部
屋
に
待
機
す
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
次
回
は
「
先
唱
者
」
の
場
合
で
す
）

被
爆
十
字
架
を
携
え
米
国
へ
答
礼
巡
礼

被
爆
十
字
架
を
携
え
米
国
へ
答
礼
巡
礼

３
年
前
の
返
還
に
感
謝—

浦
上
教
会

　

３
年
前
２
０
１
９
年
８
月
に
米
国
か

ら
数
人
の
方
々
が
長
崎
を
訪
れ
、７
日
、

「
被
爆
十
字
架
」
を
浦
上
教
会
に
返
還

し
た
。「
被
爆
十
字
架
」
と
は
、
１
９
４

５
年
８
月
９
日
原
爆
投
下
後
の
浦
上
教

会
で
が
れ
き
の
中
か
ら
米
兵
が
発
見
し

た
と
さ
れ
る
十
字
架
で
、37
年
間
に
わ

た
り
オ
ハ
イ
オ
州
の
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン

大
学
平
和
資
料
セ
ン
タ
ー
に
展
示
保
存

さ
れ
て
い
た
も
の
。
そ
の
後
、同
教
会

で
は
十
字
架
返
還
に
対
す
る
感
謝
を
表

し
た
い
と
答
礼
巡
礼
を
計
画
し
て
い
た

が
、翌
年
か
ら
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
実
施
の
め

ど
が
立
た
ず
、被
爆
77
年
と
な
る
今
年
、

９
月
26
日
～
10
月
４
日
の
日
程
で
巡
礼

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

巡
礼
団
は
、浦
上
教
会
の
久
志
利
津

男
主
任
司
祭
と
４
人
の
信
徒
。
途
中
、

別
件
で
カ
ナ
ダ
を
訪
問
す
る
髙
見
三
明

名
誉
大
司
教
と
ア
メ
リ
カ
で
合
流
し
、

核
兵
器
廃
絶
に
取
り
組
む
人
々
と
の
交

流
や
学
生
と
の
対
話
、そ
し
て
、同
大
学
平

和
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
被
爆
十
字
架
（
複

製
）
の
贈
呈
を
予
定
し
て
い
る
。

　　

写
真
は
浦
上
教
会
司
祭
館
で
行
わ
れ
た

返
還
式
の
様
子
。
同
セ
ン
タ
ー
の
タ
ー

ニ
ャ
・
マ
ウ
ス
所
長
㊨
か
ら
髙
見
大
司
教

へ
被
爆
十
字
架
が
渡
さ
れ
た
。

　

第
２
６
３
代
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
１
世（
ア
ル
ビ
ー
ノ
・
ル
チ
ア
ー

ニ
、在
位
１
９
７
８
年
８
月
26
日
～
78

年
９
月
28
日
）の
列
福
式
が
９
月
４
日
、

バ
チ
カ
ン
で
執
り
行
わ
れ
た
。こ
の
日
、

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
１
世
を
福
者
と
し
て
宣
言
さ
れ
た
。

記
念
日
は
８
月
26
日
。

　

パ
ウ
ロ
６
世
逝
去
後
の
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ

で
ロ
ー
マ
教
皇
に
選
出
さ
れ
、ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
と
い
う
教
皇
名
を
と
っ
た
。
そ
れ

は
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
（
１
９
６
２
年

10
月
11
日
開
会
、65
年
12
月
８
日
閉
会
）

を
導
い
た
２
人
の
教
皇
、ヨ
ハ
ネ
23
世
と

パ
ウ
ロ
６
世
に
敬
意
を
表
す
も
の
で
あ
っ

た
。�

（『
バ
チ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』
か
ら
）

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
１
世

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
１
世

バ
チ
カ
ン
で
列
福
式

バ
チ
カ
ン
で
列
福
式
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「
元
和
の
大
殉
教
図
」に
つ
い
て

　

ロ
ー
マ
の
中
心
街
に
あ
る
ジ
ェ
ズ
教
会
は
、最

初
の
正
式
な
バ
ロ
ッ
ク
様
式
と
い
わ
れ
ま
す
。
イ

エ
ズ
ス
会
の
「
母
な
る
教
会
堂
」
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ジ
ェ
ズ
教
会
の
サ
ク
リ
ス
チ
ア
脇
の
小
部
屋

の
壁
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、縦
１
２
８
・
０
㎝
×

横
１
６
６
・
１
㎝
紙
本
着
色
の
大
殉
教
図
に
は
、

〝M
artyrdom in Nagasaki,1622

〟
の
題
が

付
け
ら
れ
、火
刑
と
斬
首
に
よ
る
大
勢
の
殉
教
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
湾
に
突
き
出
す
小
さ
な
岬
の
連
な
り
、

北
か
ら
続
く
細
い
街
道
よ
り
海
側
に
設
け
ら
れ
高

い
矢
来
で
囲
ま
れ
た
処
刑
場
、矢
来
の
外
に
は
日

本
人
だ
け
で
な
く
、ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
中
国
、朝

鮮
、イ
ン
ド
出
身
と
思
わ
れ
る
人
々
、、こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、描
か
れ
て
い
る
の
は
長
崎
港
と
西
坂
の

丘
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
処
刑
場
の
上
段
に
は
、遠

巻
き
に
薪
が
並
ぶ
柱
に
縛
ら
れ
、ま
さ
に
火
刑
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
下
段
に
は
、ま
だ
歩

き
回
っ
て
い
る
子
ど
も
や
祈
り
な
が
ら
そ
の
時
を

待
っ
て
い
る
男
女
、す
で
に
斬
首
さ
れ
横
た
わ
る

姿
も
あ
り
ま
す
。

　

１
６
２
２
年
の
殉
教
の
記
録
と
描
か
れ
た
情
景

を
合
わ
せ
て
み
る
と
、こ
の
殉
教
図
は
長
崎
の
西

坂
の
丘
で
行
わ
れ
た
元
和
８
年
８
月
５
日
、西
暦

で
は
１
６
２
２
年
９
月
10
日
の
大
殉
教
「
元
和
の

大
殉
教
」
と
一
致
し
ま
す
。
そ
れ
で
、日
本
で
は

こ
の
絵
は
「
元
和
の
大
殉
教
図
」
と
名
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
に
は
長
崎
で
こ
の
よ
う
に
大
き
な
宗
教

画
を
描
く
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、材
料
調
達
も
で

き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、こ
の
絵
は
マ

カ
オ
で
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、地
形
の
正
確
さ
、群
衆
の
中
の
外
国
人
や
特
に

女
性
の
衣
装
の
時
代
的
特
徴
を
と
ら
え
た
的
確
な

描
き
方
か
ら
推
察
す
る
と
、絵
師
は
殉
教
を
目
撃

し
た
後
マ
カ
オ
に
渡
っ
た
か
、あ
る
い
は
殉
教
の

場
所
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、日
本
か
ら
送
ら
れ
て

来
た
報
告
書
に
基
づ
い
て
描
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
人
物
や
風
景
の
描
き
方
に
16
世
紀
末
か
ら
17

世
紀
始
め
に
か
け
て
長
崎
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
生
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
絵
画
「
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
絵
画
」
の

手
法
が
み
ら
れ
る
の
で
、マ
カ
オ
に
追
放
さ
れ
た

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
関
係
者
に
よ
る
作
品
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、現
在
、ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
に

保
管
さ
れ
て
い
る
「
元
和
の
大
殉
教
」
の
記
録
の

一
つ
に
、長
崎
に
い
た
ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
神
父
が
管
区
長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
チ
ェ
コ
神

父
の
命
に
よ
っ
て
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
書
い
た
自

筆
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
１
６
２
２
年
12
月
16
日

に
完
成
し
た
記
録
の
最
初
に
管
区
長
は
、「
１
６

２
０
２
２
年
７
月

２
０
２
２
年
７
月
2424
日
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
の
記
念
講
演
会
【
１
】

日
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
の
記
念
講
演
会
【
１
】

「
元
和
の
大
殉
教
図
」と

「
元
和
の
大
殉
教
図
」と

　
　
　「
元
和
の
大
殉
教
」

　
　
　「
元
和
の
大
殉
教
」

長
崎
純
心
大
学 

学
長

純
心
聖
母
会 　
　
　

　

今
年
９
月
10
日
、長
崎
西
坂
で
の
「
元げ

ん

和な

の
大
殉
教
」
か
ら
４
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

来
年
２
０
２
３
年
12
月
４
日
は
「
江
戸
の
元
和
大
殉
教
」
か
ら
４
０
０
年
と
な
る
。
日
本
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、今
年
９
月
か
ら
来
年
12
月
に
か
け
て
の
期
間
を
「
愛
の
あ
か
し
・
元

和
の
大
殉
教
４
０
０
年
」
と
し
て
記
念
し
、長
崎
教
区
に
お
い
て
も
「
新
た
な
回
心
の
時
と

し
て
自
ら
の
信
仰
を
誇
り
と
し
、福
音
宣
教
の
熱
意
を
新
た
に
燃
え
立
た
せ
る
時
と
し
た
い
」

と
し
て
い
る
。「
元
和
の
大
殉
教
」
に
つ
い
て
皆
で
学
ぶ
た
め
、
７
月
24
日
、長
崎
純
心
大
学

の
片
岡
瑠
美
子
学
長
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
の
講
演
（
長
崎
大
司

教
区
主
催
、本
紙
９
月
号
既
報
）
の
内
容
を
３
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
。

Sr.
片
岡
瑠
美
子

２
２
年
に
日
本
の
諸
国
で
福
音
宣
教
を
お
こ
な
っ

た
の
で
、殉
教
し
た
数
人
の
司
祭
や
イ
ル
マ
ン
の

生
涯
と
栄
光
あ
る
死
に
つ
い
て
の
報
告
書
、日
本

在
住
の
同
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ

ン
デ
ス
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
結

城
了
悟
訳
）
と
の
証
言
を
記
し
、記
録
の
最
後
に

は
、ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
署
名
に
並
べ

て
自
ら
も
署
名
を
残
し
て
い
ま
す
。
絵
の
制
作
者

は
こ
れ
ら
の
記
録
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
人
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、管
区
長
は
１
６
２
６
年
６
月
20
日
に
、

ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
１
６
３
３
年
３
月

15
日
に
殉
教
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
パ
チ
ェ
コ
管
区

長
は
２
０
５
福
者
殉
教
者
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、

２
０
５
福
者
は
１
６
３
２
年
ま
で
の
殉
教
者
で
す

の
で
、翌
年
殉
教
し
た
ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
は
福
者
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ⅰ　

殉
教
と
は

　

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
書
か
れ
た
『
ま
る
ち
れ
す
』
に
は
、最
初

の
頁
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
る
ち
れ
す
（
ポ
語
）M

artyres 

＝
『
ま
る

ち
る
』の
複
数 

殉
教
者
た
ち
と
い
う
意
味
で
す
。」

　
「
き
り
し
た
んChristão

」
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
、キ
リ
ス
ト
教
徒 

キ
リ
ス
ト
者
を
意
味
し
ま
す
。

　

１
５
４
９
年
、聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

が
日
本
に
住
む
人
々
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
教

え
を
伝
え
る
と
、す
ぐ
に
武
士
も
農
民
も
、た
く
さ

ん
の
人
が
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

　

１
５
８
２
年
の
本
能
寺
の
変
で
亡
く
な
っ
た
織

田
信
長
は
宣
教
師
た
ち
と
仲
良
く
し
ま
し
た
が
、

後
を
継
い
で
日
本
の
国
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
た

豊
臣
秀
吉
は
、は
じ
め
は
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活

動
を
認
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、１
５
８
７
年
、

突
然
、伴
天
連
追
放
令
を
出
し
、宣
教
を
禁
止
し
ま

し
た
。
バ
テ
レ
ン
と
は
、「
神
父
様
！
」
と
親
し

く
呼
ぶ
と
き
の
パ
ー
ド
レPadre 

（
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
）
か
ら
で
き
た
日
本
語
と
い
え
ま
す
。
当
時
、

キ
リ
シ
タ
ン
は
20
万
人
と
推
定
さ
れ
（
五
野
井
隆

史
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』
１
９
９
０
年
、
１
６

０
頁
）
ま
す
。
バ
テ
レ
ン
追
放
令
は
撤
回
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
貿
易
は
歓
迎

し
て
い
ま
し
た
の
で
、厳
し
い
禁
教
令
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、10
年
後
、土
佐
に
漂
着
し
た
サ
ン
・

フ
ェ
リ
ッ
ペ
号
の
積
み
荷
の
没
収
か
ら
引
き
起
こ

さ
れ
た
、時
の
最
高
権
力
者 

豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ

る
、つ
ま
り
公
儀
に
よ
る
最
初
の
殉
教
が
あ
り
ま

し
た
。

　

１
５
９
７
年
２
月
５
日
、西
坂
に
お
け
る
26
聖

人
の
殉
教
で
す
。
そ
の
殉
教
か
ら
25
年
後
、今
日

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
元
和
の
大
殉
教
」
が
、そ

の
時
の
最
高
権
力
者 

徳
川
秀
忠
将
軍
の
命
令
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
殉
教
の
場
所
も
同
じ
西

坂
の
丘
で
し
た
。

　

信
徒
た
ち
は
こ
の
人
た
ち
を
ま
る
ち
れ
す
と
呼

ん
で
と
て
も
尊
敬
し
、そ
の
生
活
を
ま
ね
よ
う
と

し
ま
し
た
。
今
も
、長
崎
の
信
徒
た
ち
は
、
２
月

５
日
、西
坂
の
丘
に
足
を
運
び
、26
聖
人
殉
教
者
を

記
念
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
る
ち
れ
す
に
は
も
う
一
つ
の
意
味
が
あ
り
ま

す
。『
証
人
』
で
す
。
み
ん
な
の
前
で
、自
分
が
信

じ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
勇
気
を
も
っ

て
証
言
す
る
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。

　

で
は
、ま
る
ち
れ
す
（
殉
教
者
）
は
ど
の
よ
う

な
条
件
を
満
た
す
人
た
ち
で
し
ょ
う
？

　

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
の
没
収
品
と
思
わ
れ
る

書
き
物
の
中
に
、「
マ
ル
チ
リ
ヨ
ノ
栞
」
と
名
付

け
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴
「
マ
ル
チ
リ
ヨ
ノ
栞
」

　「
第
四
　
丸
血
留
ニ
成
〔
ル
〕
程
ノ
難
儀
出
テ

　「
第
四
　
丸
血
留
ニ
成
〔
ル
〕
程
ノ
難
儀
出
テ

来
ル
ニ
於
〔
イ
テ
〕
ハ
　

来
ル
ニ
於
〔
イ
テ
〕
ハ
　

如
何
ニ
ス
ベ
キ
ゾ
ト
云
〔
フ
〕
コ
ト

如
何
ニ
ス
ベ
キ
ゾ
ト
云
〔
フ
〕
コ
ト

　
一
ニ
ハ
、丸
血
留
ニ
成
〔
ル
〕
為
ニ
ハ
シ
ツ
コ

　
一
ニ
ハ
、丸
血
留
ニ
成
〔
ル
〕
為
ニ
ハ
シ
ツ
コ

ト
肝
要
也
。・
・
・
死
ス
ル
ト
云
〔
フ
〕
ハ
、ク
ビ

ト
肝
要
也
。・
・
・
死
ス
ル
ト
云
〔
フ
〕
ハ
、ク
ビ

ヲ
切
ラ
レ
、焼
〔
キ
〕
コ
ロ
シ
、ハ
タ
物
ニ
上
テ
コ

ヲ
切
ラ
レ
、焼
〔
キ
〕
コ
ロ
シ
、ハ
タ
物
ニ
上
テ
コ

ロ
ス
斗
〔
リ
〕
に
非
ズ
。
喩
〔
ヘ
〕
ハ
、食
物
ヲ

ロ
ス
斗
〔
リ
〕
に
非
ズ
。
喩
〔
ヘ
〕
ハ
、食
物
ヲ

不
与
而
餓
死
ニ
及
バ
ス
ル
歟
　
流
罪
ニ
行
ハ
ル
ヽ

不
与
而
餓
死
ニ
及
バ
ス
ル
歟
　
流
罪
ニ
行
ハ
ル
ヽ

内
ニ
死
シ
、亦
ハ
籠
者
ノ
難
儀
ヲ
堪
ヘ
カ
ネ
テ
死

内
ニ
死
シ
、亦
ハ
籠
者
ノ
難
儀
ヲ
堪
ヘ
カ
ネ
テ
死

シ
タ
リ
・
・
・
辛
労
難
儀
ノ
道
ヨ
リ
死
〔
シ
〕
タ

シ
タ
リ
・
・
・
辛
労
難
儀
ノ
道
ヨ
リ
死
〔
シ
〕
タ

ル
ニ
於
〔
イ
テ
〕
ハ
、丸
血
留
也
、

ル
ニ
於
〔
イ
テ
〕
ハ
、丸
血
留
也
、

　
二
ニ
ハ
、害
セ
ラ
ル
ヽ
者
、智
恵
分
別
有
〔
ル
〕

　
二
ニ
ハ
、害
セ
ラ
ル
ヽ
者
、智
恵
分
別
有
〔
ル
〕

者
ナ
ラ
バ
、其
〔
ノ
〕
成
敗
ヲ
辞
退
セ
ズ
、心
能
ク

者
ナ
ラ
バ
、其
〔
ノ
〕
成
敗
ヲ
辞
退
セ
ズ
、心
能
ク

堪
忍
致
〔
シ
〕
テ
受
〔
ク
ル
〕
ニ
於
〔
イ
〕
テ
ハ
、

堪
忍
致
〔
シ
〕
テ
受
〔
ク
ル
〕
ニ
於
〔
イ
〕
テ
ハ
、

丸
血
留
也
。

丸
血
留
也
。

　
三
ニ
ハ
、死
罪
ニ
行
ハ
ル
ヽ
題
目
、キ
リ
シ
タ
ン

　
三
ニ
ハ
、死
罪
ニ
行
ハ
ル
ヽ
題
目
、キ
リ
シ
タ
ン

也
ト
テ
成
敗
セ
ラ
ル
ヽ
歟
、亦
ハ
善
ヲ
勤
ム
ル
ト

也
ト
テ
成
敗
セ
ラ
ル
ヽ
歟
、亦
ハ
善
ヲ
勤
ム
ル
ト

テ
歟
、悪
ヲ
セ
ザ
ル
ト
テ
害
セ
ラ
レ
バ
、是
モ
丸
血

テ
歟
、悪
ヲ
セ
ザ
ル
ト
テ
害
セ
ラ
レ
バ
、是
モ
丸
血

留
也
。

留
也
。

　
四
ニ
ハ
、・
・
・
亦
キ
リ
シ
タ
ン
也
ト
テ
成
敗

　
四
ニ
ハ
、・
・
・
亦
キ
リ
シ
タ
ン
也
ト
テ
成
敗

ス
ベ
キ
ニ
、フ
セ
キ
戦
〔
フ
〕
コ
ト
ハ
不
叶
也
。・・・

ス
ベ
キ
ニ
、フ
セ
キ
戦
〔
フ
〕
コ
ト
ハ
不
叶
也
。・・・

丸
血
留
ニ
テ
ハ
有
〔
ル
〕
ベ
カ
ラ
ズ
。・
・
・
」

丸
血
留
ニ
テ
ハ
有
〔
ル
〕
ベ
カ
ラ
ズ
。・
・
・
」

（
尾
原
悟
編
『
き
り
し
た
ん
の
殉
教
と
潜
伏
』

教
文
館
２
０
０
６
年
、
１
０
０
頁
）

と
、14
か
条
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
と
め
る
と
、丸
血
留
に
な
る
道
は
「
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
に
な
ら
う
」
行
動
、生
き
方
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
先
祖
で
あ
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、

集
ま
っ
て
祈
り
、教
理
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、殉
教
に
つ
い
て
、こ
の
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
学
び
、殉
教
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

⑵
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
人
・
福
者

　

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
た
く
さ
ん
の
殉
教

者
の
中
か
ら
、聖
人
・
福
者
と
認
め
ら
れ
た
人
た

ち
が
い
ま
す
。

⑶
日
本
２
０
５
福
者
殉
教
者

　

１
６
１
７
年
か
ら
１
６
３
２
年
ま
で
に
殉
教
し

た
人
々
の
う
ち
、
２
０
５
名
が
福
者
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

２
０
５
名
の
殉
教
者
と
は
、
１
６
１
７
年
５
月

22
日
大
村
の
郡こ

お
り
で
斬
首
さ
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

日本のカトリック教会の聖人・福者

名 称 祝 日 殉教年 殉教地 列聖・列福年／教皇名

日本二十六聖人殉教者 2月5日 1597年2月5日 西 坂 1862年／ピオ9世

聖トマス西と15殉教者 9月28日 1633～1637年 西 坂 1987年／
ヨハネ・パウロ2世

聖人　合計  42人

日本205福者殉教者 9月10日 1617～1632年 長崎・江戸・仙台など 1867年／ピオ9世

福者ペトロ岐部司祭と
187殉教者 7月1日 1603～1639年 日本各地 2008年／

ベネディクト16世

福者ユスト高山右近 2月3日 1615年2月3日 マニラ 2017年／フランシスコ

福者　合計394人

の
ペ
ト
ロ
神
父
、イ
エ
ズ
ス
会
の
マ
シ
ャ
ド
神
父

に
始
ま
り
、
１
６
３
２
年
９
月
３
日
長
崎
の
西
坂

で
火
刑
と
な
っ
て
殉
教
し
た
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会
の

グ
テ
ィ
エ
レ
ス
神
父
、カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
神
父
、フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ヘ
ス
ス
神
父
、イ
エ
ズ
ス
会

の
ア
ン
ト
ニ
オ
石
田
神
父
、フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の

ジ
ェ
ロ
ニ
モ
城
神
父
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
修
士
ら
６
名

ま
で
の
２
０
５
名
の
殉
教
者
た
ち
で
す
。

　

日
本
２
０
５
福
者
殉
教
者
に
つ
い
て
は
、『
ま

る
ち
れ
す
』の
39
頁
に
大
村
の
放
虎
原
に
あ
る「
日

本
２
０
５
福
者
殉
教
顕
彰
碑
」
表
面
の
写
真
と
そ

の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

※
大
殉
教
図
（
複
製
）
は
日
本
二
十
六

聖
人
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

　

主
な
史
料

① 

結
城
了
悟
著
『
長
崎
の
元
和
大
殉
教 

１

６
２
２
年 

ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
神

父
に
よ
る
記
録
』
日
本
二
十
六
聖
人
記
念

館 

２
０
０
７
年
。
著
者
は
当
時
長
崎
に
い

て
殉
教
を
目
撃
。
同
じ
く
長
崎
に
い
た
管

区
長
パ
チ
ェ
コ
が
署
名
。

② 

イ
エ
ズ
ス
会
「（
１
６
２
２
年
の
）
日
本

殉
教
報
告
」
１
６
２
３
年
８
月
16
日
付
、マ

ニ
ラ
発
（
松
田
毅
一
監
修
『
16
、
７
世
紀

　

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅱ
－
３
、同

朋
舎
出
版 

１
９
９
７
）。

③ 

レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
著
／
吉
田
小
五
郎

訳
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
中
巻
、岩
波
書

店 

１
９
３
８
年
。
中
巻
は
１
６
１
６
年
か

ら
１
６
２
４
年
ま
で
の
出
来
事
を
取
り
扱

い
、
１
８
６
９
－
70
年
の
刊
行
で
あ
る
が
、

パ
ジ
ェ
ス
は
、
２
０
５
殉
教
者
の
１
８
６

７
年
の
列
福
の
た
め
の
「
教
皇
庁
調
査
書
」

（Procès

）
を
史
料
と
し
て
使
っ
て
い
る
の

で
貴
重
で
あ
る
。

④ 

フ
ァ
ー
ビ
オ
・
ア
ン
ブ
ロ
ー
ジ
オ
・
ス
ピ

ノ
ラ
著
／
宮
崎
賢
太
郎
訳
『
カ
ル
ロ
・
ス

ピ
ノ
ラ
伝
』キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
シ
リ
ー

ズ
28
、キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会 

１
９
８

５
年
。
著
者
は
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
の
従

兄
弟
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
員
。
ス
ピ
ノ
ラ

の
書
簡
を
基
に
家
族
の
た
め
に
ま
と
め
た

も
の
。

⑤ 

セ
・
デ
ル
ガ
ー
ド
・
ガ
ル
シ
ア
編
注
／
佐

久
間
正
訳
『
福
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
モ
ラ
ー

レ
ス
О
．Ｐ
．書
簡
・
報
告
』
キ
リ
シ
タ
ン

文
化
研
究
会 

１
９
７
２
年
。
ド
ミ
ニ
コ
会

マ
ニ
ラ
聖
ロ
ザ
リ
オ
管
区
古
文
書
館
に
保

存
さ
れ
る
書
簡
と
報
告
書
に
基
づ
く
。
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長崎国際平和映画祭×出島メッセ
ナガサキから No War を叫ぶ

(A Call for No War from Nagasaki)

日時　　2022年11月6日（日）
　　　　10:00～17:40
会場　　出島メッセ 2F コンベンションホール
主催　　国立長崎原爆死没者追悼平和祈念
　　　　館、ながさき MICE
入場料　無料
上映予定作品
　　　　ゴジラ（1954 年）／神父とシスター
　　　　と爆弾（2018 年）／エセルとアー
　　　　ネスト ふたりの物語（2016 年）
申し込み〆切（予定）　10月12日（水）

　

苦
悩
の
う
ち
に
過
ご
し
て
い
た
大
神
学
生
の

時
に
、あ
る
同
級
生
の
結
婚
式
に
招
か
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、参
列
者
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
を
こ
め
て
お
礼
の
品
に
聖
書
の
言
葉
を
添

え
て
渡
し
て
お
り
、参
列
し
た
私
も
そ
の
品
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
も
と
に
届
い
た
み
こ

と
ば
は
「
必
要
な
こ
と
は
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ

る
（
ル
カ
10
章
42
節
）」
で
し
た
。
マ
ル
タ
が

自
分
の
家
を
訪
れ
た
イ
エ
ス
一
行
を
も
て
な
す

た
め
に
、い
ろ
い
ろ
と
立
ち
働
き
な
が
ら
イ
エ

ス
に
向
か
っ
て
つ
ぶ
や
い
た
言
葉
に
対
し
て
、イ

エ
ス
が
マ
ル
タ
を
諭
す
た
め
に
言
っ
た
言
葉
で

す
。
私
に
と
っ
て
は
時
宜
を
得
た
み
こ
と
ば
で
し

た
。
実
際
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、同
級
生
が
お
そ

ら
く
マ
ル
タ
の
よ
う
な
私
を
見
て
こ
の
み
こ
と
ば

が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ
て
届
け
て
く
れ
た
の
だ
ろ

う
、と
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
に
託
さ
れ
た
課
題
や
役
割
へ
の
取
り
組
み

を
な
お
ざ
り
に
で
は
な
く
、イ
エ
ス
に
よ
っ
て
マ

ル
タ
に
か
け
ら
れ
た
言
葉
が
、悩
む
私
に
「
自
分

の
思
い
込
み
に
留
ま
る
判
断
や
実
践
で
は
な
く
、

今
本
当
に
必
要
な
務
め
は
何
か
」
を
よ
り
誠
実
に

果
た
さ
せ
る
み
こ
と
ば
と
し
て
響
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
自
分
が
劇
的
に

変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、地
道
な
毎

日
が
続
く
中
で
も
こ
の
み
こ
と
ば
は
自
分
の
意

識
か
ら
消
え
去
る
こ
と
な
く
、そ
し
て
今
も
自
分

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
み
こ
と
ば
で
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
み
こ
と
ば
は
あ

り
ま
す
か
？

　

自
分
の
昔
の
至
ら
な
さ
を
話
す
に
は
気
恥
ず

か
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
少
し
お
付
き
合
い
く
だ

さ
い
。
神
学
生
時
代
の
私
は
、特
に
学
業
に
お

い
て
課
題
が
山
積
み
に
な
っ
て
く
る
と
気
持
ち

に
余
裕
が
な
く
な
り
、周
り
が
見
え
な
く
な
る

だ
け
で
は
な
く
、取
り
組
ん
で
い
る
課
題
自
体

に
も
影
響
が
出
て
し
ま
っ
て
、感
情
的
に
も
成

果
の
内
容
と
し
て
も
不
十
分
で
周
り
の
方
々
に

も
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
、自
分
で
も
「
ま
た

か
」
と
よ
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
物
事
に

優
先
順
位
を
つ
け
て
、順
序
立
て
て
事
を
運
べ

れ
ば
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、そ
れ
が
苦
手

だ
っ
た
当
時
の
私
は
「
あ
れ
も
し
な
け
れ
ば
、

こ
れ
も
し
な
け
れ
ば
」
と
焦
っ
て
し
ま
い
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ま
り
に
ふ
が
い
な
く
、自

分
は
司
祭
と
し
て
の
召
命
で
は
な
く
別
の
生
き

方
を
選
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
悩
み
ま
し

た
。
他
の
神
学
生
は
懸
命
に
う
ま
く
や
っ
て
い

る
の
に
、と
自
分
の
不
器
用
さ
を
恨
み
他
者
を

う
ら
や
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

貴弘

長崎市花園町 23-17 立岩公園前

熊谷 裕司 神父 熊谷 裕司 神父 
（長崎教区信仰教育委員会、（長崎教区信仰教育委員会、

水ノ浦教会）水ノ浦教会）

　

11
月
６
日

（
日
）、
出
島

メ
ッ
セ
長
崎

で
「
長
崎
国
際

平
和
映
画
祭
」

を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
数
年

間
、長
期
化
す

る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
な
ど
、

予
想
も
し
て
い

な
か
っ
た
出
来

事
が
起
こ
り
、

戦
争
や
人
道
危
機
は
遠
い

昔
や
、地
球
の
反
対
側
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い

こ
と
を
多
く
の
人
が
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

本
映
画
祭
は
「
ナ
ガ
サ
キ

か
らNo�W

ar

を
叫
ぶ
（A�

Call�for�No�W
ar�from�

Nagasaki

）」
と
題
し
て
、

平
和
を
訴
え
る
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。
出
島
メ
ッ
セ
長
崎

と
連
携
し
、原
爆
の
惨
禍
を

知
る
被
爆
地
ナ
ガ
サ
キ
か

ら
、家
族
や
日
常
を
、子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
、決
し
て
壊

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

価
値
と
し
て
見
つ
め
な
お
し

ま
す
。
米
国
の
神
父
、シ
ス

平和映画祭平和映画祭
教区平和推進委員会 後援

〝被爆75年から〝被爆75年から
5年間のチャレンジ〟5年間のチャレンジ〟
https://nuclear-free.net/https://nuclear-free.net/

核なき世界基金核なき世界基金

2020年2020年

　

８
月
10
日
、十
二
指
腸
が

ん
の
た
め
五
島
市
の
聖
マ
リ

ア
病
院
で
逝
去
。
97
歳
。

　

毎
朝
の
ミ
サ
や
け
い
こ

（
要
理
）
へ
の
参
加
、家
庭
で

の
祈
り
な
ど
、教
会
の
こ
と

に
関
し
て
は
子
ど
も
た
ち
を

厳
し
く
教
育
し
、自
身
も
家

庭
祭
壇
の
前
に
座
り
、毎
晩

ロ
ザ
リ
オ
を
祈
っ
て
い
た
。

１
、
２
時
間
座
っ
て
い
る
こ

と
も
よ
く
あ
っ
た
と
い
う
。

　

遺
族
は
、「
弱
く
小
さ
い

信
仰
で
は
あ
る
け
れ
ど
、母

が
最
期
ま
で
信
仰
を
守
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、『
お
ば

さ
ん
、お
ば
さ
ん
』
と
声
を

掛
け
、関
わ
り
を
持
ち
続
け

て
信
仰
に
導
い
て
く
だ
さ
っ

た
福
江
修
道
院
と
聖
家
族
修

道
院
の
シ
ス
タ
ー
方
の
お
か

げ
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

語
っ
て
い
た
。

　

通
夜
と
８
月
12
日
の
葬
儀

は
五
島
式
典
社
（
五
島
市
）

で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
を
考
慮
し
、近
親

者
の
み
で
営
ま
れ
た
。

ア
ン
ナ

福
島
エ
ノ
さ
ん

（
福
島
光
明
師
の
母
）

タ
ー
ら
に
よ
る
反
核
活
動
を

描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
『
神
父
と
シ
ス
タ
ー
と

爆
弾
』
な
ど
、
３
作
品
を
上

映
す
る
ほ
か
、平
和
祈
念
特

別
企
画
と
し
て
、ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
を
拠
点
に
活
動
す
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
手
を
お
招

き
し
、ご
家
族
か
ら
聞
い
た

現
地
の
様
子
な
ど
も
伺
い
な

が
ら
、平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
ま
す
。

　

入
場
料
無
料
。
詳
細
と
お

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、国

立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平

和
祈
念
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も

し
く
は
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

教
区
福
音
化
推
進
部

　
　
　
　

平
和
推
進
委
員
会

　
「
と
も
に
あ
ゆ
む
」
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
信
者
が
典

礼
暦
年
を
意
識
し
な
が
ら
１

年
を
過
ご
す
た
め
の
よ
り
良

い
方
法
は
な
い
か
と
考
え
、こ

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
企
画
し
て

か
ら
、
６
回
目
の
発
行
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、お
告
げ
の
マ
リ

ア
修
道
会
の
シ
ス
タ
ー
に
絵

を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、よ
り
身
近
な
カ
レ
ン

ダ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
家
庭
か
ら
子

や
孫
の
家
庭
へ
と
、こ
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
お
届
け
い
た
だ

き
、信
仰
伝
達
・
福
音
宣
教

の
道
を
親
子
で
と
も
に
、教

会
と
と
も
に
、更
な
る
歩
み

が
で
き
ま
す
よ
う
に
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

販
売
開
始
は
10
月
１

日
。
販
売
方
法
は
従
来
通

り
各
教
会
で
の
取
り
ま
と

め
を
基
本
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
状
況
に
よ
り

教
会
で
の
購
入
が
難
し
い

場
合
な
ど
は
、教
区
家
庭

委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
１
冊
、税
込
８
０
０

円
。
送
料
・
振
込
手
数
料

は
別
途
か
か
り
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
（
℡
０
９

５
‐
８
４
２
‐
４
４
５
０

／
教
区
本
部
事
務
局
）
担

当
・
辻
ま
で
。

教
区
家
庭
委
員
会

ぶ
ど
う
園

▼
教
区
生
涯
養
成
委
員
会
主

催
の
カ
ト
リ
ッ
ク
講
座
（
オ

ン
ラ
イ
ン
受
講
は
随
時
受
け

付
け
）　

第
１
回
（
９
／
17
）

は
終
了
。
第
２
回
以
降
は
10

／
１�

・
15�

・
29
、11
／
12
・

26
、12
／
10
、
２
０
２
３
年

１
／
14
・
28
、
２

／
11
。
土
曜
13

時
～
14
時
30
分
。

テ
ー
マ
・
教
皇
回

勅『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・

シ
』『
兄
弟
の
皆

さ
ん
』。
聴
講
１
回
千
円
。

※
小
教
区
へ
の
案
内
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

感
　
謝

― 

香
典
返
し 

―

◦
福
島
雄
二
様
（
福
江
）

　

故
ア
ン
ナ
福
島
エ
ノ
様

　

右
の
方
か
ら
ご
寄
付
・
ご

芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お
礼

と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
崎
大
司
教
区

　

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

あなたの心に 元気と幸せを！あなたの心に 元気と幸せを！
悩み解決のお手伝いをします。悩み解決のお手伝いをします。
原口カウンセリングルーム原口カウンセリングルーム

ヨハネ 原口 芳博ヨハネ 原口 芳博（公認心理師・臨床心理士）（公認心理師・臨床心理士）

前福岡カトリック神学院非常勤講師前福岡カトリック神学院非常勤講師
長崎県西彼杵郡長与町まなび野2 - 11 - 2長崎県西彼杵郡長与町まなび野2 - 11 - 2
☎ 090 - 6639 - 6848☎ 090 - 6639 - 6848
E-mail: haraguchicr@hcr2017.orgE-mail: haraguchicr@hcr2017.org

【完全予約制】【完全予約制】月曜日～土曜日 10:00～19:00月曜日～土曜日 10:00～19:00
電話・オンライン・訪問によるカウンセリング、学校・電話・オンライン・訪問によるカウンセリング、学校・
病院・企業などのストレス対処法・対人関係向上な病院・企業などのストレス対処法・対人関係向上な
どの研修も承ります。どの研修も承ります。
詳しくはホームページをご覧ください。詳しくはホームページをご覧ください。

ヨゼフ 鼻　 貴広

申し込み申し込み
フォーム →フォーム →

　
「
と
も
に
歩
む
教
会
の
た

め
―
交
わ
り
、参
加
、そ
し

て
宣
教
―
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
２
０
２
３
年
10
月
開
催

の
世
界
代
表
司
教
会
議
（
シ

ノ
ド
ス
）第
16
回
通
常
総
会
。

こ
の
シ
ノ
ド
ス
へ
の
日
本
か

ら
の
提
出
文
書
に
つ
い
て
は

今
年
７
月
の
第
１
回
臨
時
司

教
総
会
で
審
議
・
承
認
さ
れ

（
本
紙
９
月
号
既
報
）、そ
の

後
８
月
15
日
付
で
「
日
本
の

教
会
の
回
答
書
」
と
し
て
公

開
さ
れ
た
。

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団

か
ら
「
日
本
の
教
会
の
皆
さ

ま
へ
」
宛
て
て
公
開
さ
れ
た

「
回
答
書
」
の
お
知
ら
せ
に

は
、多
く
の
信
徒
、奉
献
生
活

者
と
司
祭
に
協
力
い
た
だ
い

た
こ
と
へ
の
感
謝
が
つ
づ
ら

れ
、「
各
教
区
で
の
意
見
収

集
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
、ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、世
界

各
地
で
起
こ
る
自
然
災
害
な

ど
大
き
な
困
難
の
中
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
共
同
体
に
識
別
の
機
会
を

与
え
、今
回
の
シ
ノ
ド
ス
が

意
図
し
て
い
る
よ
う
に
、シ

ノ
ド
ス
の
準
備
と
し
て
で
は

な
く
、ま
さ
に
シ
ノ
ド
ス
に

参
加
し
て
い
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
回
答
書
」
は
、英
語
訳
を

教
皇
庁
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
に

提
出
。
日
本
語
の
文
書
全
文

は
中
央
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｃ
、Federation�

of�A
sian�Bishopsʼ�

Conferences�

ア
ジ
ア
司
教

協
議
会
連
盟
（
事
務
局
長
は

東
京
教
区
・
菊
地�

功
大
司

教
）
は
、中
東
を
除
く
ア
ジ

ア
地
域
の
司
教
協
議
会
が
加

盟
し
て
い
る
連
盟
で
、教
皇

パ
ウ
ロ
６
世
の
１
９
７
０
年

マ
ニ
ラ
訪
問
の
機
会
に
設
立

さ
れ
た
。
こ
の
Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｃ
の

創
立
50
周
年
を
記
念
す
る
総

会
が
今
年
10
月
12
日
か
ら
30

日
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開

催
さ
れ
る
（
中
央
協
議
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
）。

　

こ
の
節
目
に
あ
た
り
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
「
Ｆ
Ａ
Ｂ

Ｃ
50
周
年
総
会
が
、広
大
な

ア
ジ
ア
大
陸
の
豊
か
な
民

族
、文
化
、社
会
的
現
実
の
う

ち
に
、友
愛
に
満
ち
た
交
わ

り
と
福
音
を
広
め
る
宣
教
の

熱
意
の
中
で
、ア
ジ
ア
の
教

会
を
刷
新
で
き
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
」（
２
０
２
２
年

６
月
５
日
）
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
て
い
る
。

　

日
本
か
ら
参
加
を
予
定
し

て
い
る
司
教
の
一
人
と
し

て
、中
村
倫
明
大
司
教
も
現

地
に
向
か
う
。

みことばにふれて 194

11月6日開催11月6日開催

２
０
２
３
年
家
庭
委
員
会
カ
レ
ン
ダ
ー

「
と
も
に
あ
ゆ
む
」発
行

「
と
も
に
あ
ゆ
む
」発
行

２
０
２
３
年
シ
ノ
ド
ス

２
０
２
３
年
シ
ノ
ド
ス

「
日
本
の
教
会
の
回
答
書
」公
開

「
日
本
の
教
会
の
回
答
書
」公
開

バ
ン
コ
ク
で
Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｃ

バ
ン
コ
ク
で
Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｃ
5050
周
年
総
会

周
年
総
会


